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謹
ん
で
、
新
年
の
御
祝
辞
を

申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は
、

御
健
勝
に
て
初
春
を
お
迎
え
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
が
幸
多
き
佳
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
は
、
わ
が
中
里
村

に
と
り
ま
し
て
、
画
期
的
な
年

で
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
六
月
に

は
、
平
成
四
年
か
ら
建
設
を
進

め
て
き
ま
し
た
、
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
の
浄
化
セ
ン
タ

ー
が
完
成
し
、
中
央
地
区
の
一

部
に
つ
い
て
供
用
開
始
し
ま
し

た
。
次
に
七
月
に
は
、
ふ
る
さ

と
創
生
基
金
で
掘
削
し
た
宮
中

島
温
泉
が
、
総
合
温
泉
保
養
施

設
「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
」
と
し

て
オ
ー
プ
ン
し
、
村
民
は
も
と

よ
り
、
各
方
面
の
皆
様
か
ら
御

利
用
い
た
だ
き
、
喜
ば
れ
て
お

り
ま
す
。
八
月
に
は
、
平
成
四

年
十
月
に
着
工
さ
れ
た
、
新
清

津
橋
（
橋
長
五
一
九
メ
ー
ト
ル
）

が
、
県
内
で
も
有
数
の
長
大
橋

と
し
て
完
成
し
、
縁
起
よ
く
、

八
年
八
月
八
日
、
大
安
吉
日
、

清
津
大
橋
と
命
名
さ
れ
、
供
用

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

紅
葉
の
十
月
に
は
、
八
年
間
立
、

入
り
禁
止
と
し
て
閉
鎖
さ
れ
て

き
た
清
津
峡
が
、
歩
道
ト
ン
ネ

ル
（
全
長
九
三
五
メ
ー
ト
ル
）

の
完
成
に
よ
り
再
開
さ
れ
ま
し

た
。
名
勝
天
然
記
念
物
、
清
津

峡
が
、
再
び
妻
有
郷
広
域
観
光

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
脚
光
を

浴
び
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
昨
年
は
文
字
通
り
ビ
ッ

グ
事
業
が
、
次
々
完
成
し
、
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
村
議
会

は
じ
め
、
村
民
の
皆
様
の
卸
協

力
と
、
国
県
行
政
機
関
並
び
に
、

諸
先
生
方
の
御
尽
力
、
御
支
援

の
お
陰
で
あ
り
、
衷
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
政
治
の
年
で
あ
り
ま

し
た
が
、
わ
が
国
憲
政
史
上
、

初
の
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立

制
に
よ
る
総
選
挙
が
執
行
さ
れ
、

高
鳥
修
代
議
士
、
白
川
勝
彦
代

議
士
が
当
選
さ
れ
、
第
二
次
橋

本
内
閣
に
白
叶
代
議
士
が
自
治

大
臣
と
し
て
入
閣
さ
れ
た
こ
と

は
、
妻
有
郷
の
名
誉
で
も
あ
り

誇
り
で
あ
り
ま
す
。
白
川
大
臣

の
御
活
躍
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
同
日
選
挙
で

県
知
事
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
現

職
平
山
征
夫
知
事
が
再
選
さ
れ

ま
し
た
。
県
政
発
展
に
御
尽
力

を
御
期
待
し
ま
す
。

　
昨
年
は
十
年
ぶ
り
の
大
雪
で

し
た
が
、
比
較
的
天
候
に
恵
ま

れ
、
順
当
な
作
況
で
あ
り
、
農

地
や
河
川
の
災
害
も
な
く
、
平

穏
に
越
年
し
ま
し
た
が
、
十
二

月
に
は
姫
川
上
流
の
県
境
に
て
、

災
害
復
旧
工
事
の
現
場
が
土
石

流
に
襲
わ
れ
、
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
に
は
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
捧
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
バ
ブ
ル
崩
壊
、
依
然

と
し
て
続
く
景
気
の
不
透
明
、

余
剰
米
減
反
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク

セ
ス
等
々
き
わ
め
て
厳
し
い
世

情
で
あ
り
ま
す
が
、
わ
が
中
里

村
と
し
ま
し
て
は
、
お
か
げ
さ

ま
で
懸
案
の
諸
事
業
が
順
調
で

あ
り
ま
す
が
、
当
面
の
村
政
の

重
点
課
題
と
し
て
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
第
一
に
、
高
齢
社
会

に
対
応
し
た
福
祉
施
設
、
特
別
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養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
で
あ

り
ま
す
。
次
に
、
新
山
振
特
別

対
策
事
業
に
よ
る
、
都
市
農
村

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
（
温
泉
活

用
）
の
建
設
、
村
内
全
域
に
県

営
に
よ
る
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
の
実
施
計
画
の
策
定
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
が
実
現
の
た
め
一
層
の
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

道
路
関
係
と
し
ま
し
て
は
、
　
一

般
国
道
一
一
七
号
線
並
び
に
三

五
三
号
線
の
積
極
的
な
改
良
促

進
と
、
懸
案
の
三
五
三
号
線
バ

イ
パ
ス
の
実
現
に
向
け
て
努
力

し
ま
す
。
、
県
道
㊤
小
千
谷
・
十

日
町
・
津
南
線
、
県
道
中
深
見
・

越
後
田
沢
停
車
場
線
、
清
津
公

園
線
及
び
広
域
農
道
等
の
改

良
、
促
進
に
努
め
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
リ
ゾ
ー
ト
ア
ク

セ
ス
と
し
て
県
道
に
昇
格
し
た

田
沢
・
水
沢
線
も
重
要
道
路
で
、

清
津
ス
キ
ー
場
に
連
絡
す
る
村

道
改
良
と
共
に
改
良
促
進
を
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

　
以
上
の
ほ
か
特
環
公
共
下
水

道
の
計
画
的
な
推
進
、
県
営
圃

場
整
備
事
業
の
完
成
、
広
域
基

幹
林
道
の
開
設
、
主
要
村
道
の

改
良
も
積
極
的
に
推
進
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
光
陰
、
矢
の
如
し
」
月
日

の
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で
、

今
年
は
村
長
二
期
目
の
仕
上
げ

の
年
と
な
り
ま
し
た
。
村
政
運

営
の
基
本
は
、
村
民
と
の
対
話

を
一
層
深
め
、
村
民
参
加
の
村

政
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、

倍
旧
の
御
指
導
と
御
鞭
捷
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
際
し
、
皆
様
の
御
多
幸

を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
御
挨
拶

と
し
ま
す
。

讐
．
一
蘇

こ茎
一
驚

・
顔
㍉
．
：
・
甲
ず

●
∴
・

●
●●

デ
…

。
。
．

職琴

宗一郎喜齋中里村議会議長

　
皆
様
お
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
混
沌
と
し
た
世
相
の
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
と
も
あ
れ
達
者

で
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
毎
年
く
、
世

の
中
が
激
し
い
動
き
を
続
け
て
、

本
当
に
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
の
だ

ろ
う
と
思
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
な

事
件
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

　
オ
ウ
ム
に
係
る
一
連
の
事
件

を
始
め
、
O
－
1
5
7
、
子
供

の
自
殺
、
政
官
の
極
度
の
堕
落
、

途
方
も
な
い
借
金
の
上
に
成
り

立
つ
文
化
国
家
日
本
で
あ
り
、

繁
栄
の
裏
側
に
ど
う
し
よ
う
も

な
い
程
人
心
の
貧
し
さ
を
造
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
毒
ガ
ス
が

撒
か
れ
、
ピ
ス
ト
ル
が
乱
射
さ

れ
、
青
少
年
を
麻
薬
が
襲
う
心

配
も
あ
る
と
さ
え
、
云
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
正
月
早
々
、
厭
な
こ
と
ば
か

り
書
き
ま
し
た
が
、
厭
な
こ
と

は
厭
な
こ
と
と
、
は
っ
き
り
認

識
し
て
、
ま
た
よ
い
方
向
へ
努

カ
し
て
参
る
事
こ
そ
が
肝
要
か

と
思
い
ま
す
。

　
「
心
機
一
転
」
と
申
し
ま
す

が
新
し
い
年
の
始
め
に
当
た
り

気
分
を
新
た
に
し
、
み
ん
な
で

元
気
を
出
し
て
世
の
中
を
明
る

く
す
る
よ
う
前
へ
進
み
ま
し
ょ

》
フ
。
　
幸
い
私
達
の
中
里
村
で
は
、

皆
様
の
力
強
い
協
力
と
前
向
き

の
気
概
の
お
陰
で
新
し
い
時
代

に
向
け
て
の
多
く
の
仕
事
が

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
役
人
の
悪
行
や
不
祥
事
な
ど

本
当
に
腹
立
た
し
い
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
ら
を
教
訓
と
し
て
町

村
に
於
い
て
も
一
層
気
を
引
き

締
め
、
無
駄
を
省
き
総
て
の
政

り
事
は
住
民
の
た
め
に
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原

点
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
精
進
し

て
参
り
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

私
共
の
中
里
村
は
い
ろ
ん
な
資

源
に
恵
ま
れ
、
更
に
く
良
く

な
る
可
能
性
が
一
杯
あ
る
と
思

い
ま
す
。
今
年
も
ま
た
カ
を
合

わ
せ
元
気
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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＞
7
月
B
日

　
総
合
温
泉
施
設

　
「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
」
オ
ー
プ
ン

　
8
月
a
日
　
入
場
者
5
万
人
達
成

　
1
0
月
7
日
　
入
場
者
1
0
万
人
達
成

ぐ
黄
桜
隊
結
成

　　　　　曝嘉鍵ご
遷交通蜜全協会簑緩隊瀦儀

3万本のスノーキャンドル

　　　さセ

鞭
鯉
趣
．
一
、

叢
灘
鍵
ー
、

レ
原
町
に
温
泉
湧
出

　
み
な
さ
ん
％
は
ど
の
よ
う
な
年

で
し
た
か
？
い
ろ
い
ろ
の
思
い
出

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
中
里
村
に
お
い
て
も
、
次
の
様
々

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に

96

は
「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
」
、
「
清

津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
」
の
オ
ー
プ

鞭

藤

》
8
月
8
日

　
清
津
大
橋
供
用
開
始

　
橋
長
5
1
9
メ
ー
ト
ル

＞
桂
の
服
部
辰
勇
さ
ん

　
　
　
一
日
交
通
課
長
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
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レ

　
ー
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
・
平
成
2
年
以
来
の
豪
雪
対
策
本
部
●
．

　
　
設
置
さ
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
●
．

　
2
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
・
豪
雪
の
た
め
飯
山
線
が
不
通
に
　
●
・

　
・
北
越
北
線
普
通
電
車
の
発
表
　
　
・

　
3
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
・
清
津
峡
小
学
校
土
倉
分
校
閉
校
　
”

　
・
雪
原
力
ー
ニ
バ
ル
で
3
万
本
の
ス
●
．

　
　
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
　
　
　
　
　
　
●．

　
・
貝
野
小
学
校
リ
コ
ー
ダ
ー
全
国
大
“

　
　
会
出
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
4
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
・
原
町
温
泉
湧
出
　
　
　
　
　
　
　
・

　
・
桂
の
服
部
辰
勇
さ
ん
1
日
交
通
課
”

　
　
長
に
委
嘱
さ
れ
る
　
　
　
　
　
　
”

　
・
つ
く
し
祭
に
久
米
島
仲
里
村
文
化
㈹

　
　
協
会
、
沖
縄
芸
能
を
披
露
　
　
　
”

　
・
村
政
功
労
者
6
名
を
表
彰
（
南
雲
“

　
　
宗
司
さ
ん
、
服
部
十
三
男
さ
ん
、
・

　
　
大
島
昭
三
さ
ん
、
藤
田
正
重
さ
ん
、
・

　
　
藤
田
義
一
さ
ん
、
山
本
ケ
ン
さ
ん
）
“

　
5
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
・
中
里
村
交
通
安
全
協
会
に
女
性
6
㈹

　
　
名
の
「
黄
桜
隊
」
が
結
成
　
　
　
”
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．
　
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
本
格
的
に
稼
働
”
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．
・
中
里
村
租
税
教
育
推
進
協
議
会
設
“
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．
・
第
1
回
清
津
峡
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
”

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
　
手
権
大
会
　
　
　
　
　
　
　
”
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・
七
ツ
釜
災
害
復
旧
工
事
開
始

　
・
行
政
改
革
大
綱
ま
と
ま
る

　
6
月

　
・
公
共
下
水
道
通
水
式

4



〈
m
月
1
日

　
「
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン

　
H
月
3
日
　
入
場
者
5
万
人
達
成

騰懸

　　　　　▲雪原カーニバル

ン
、
「
特
定
環
境
公
共
下
水
道
」
、

「
清
津
大
橋
」
の
供
用
開
始
な
ど
、

大
き
な
事
業
が
完
成
、
オ
ー
プ
ン

し
た
年
で
し
た
。

　
9
6
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今

年
も
皆
様
方
が
ス
テ
キ
な
出
来
事

に
出
会
え
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

〉
上
村
夫
妻
に

　
　
名
誉
村
民
の
称
号

　
　
　
　
　
　
贈
ら
れ
る

　　　　　　　　　　鑛
　　　　　　　　　灘

　　　　　　　馨　　　灘鞍噸
灘

〉
全
国
な
か
さ
と
サ
ミ
ッ
ト

　
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
視
察

ぐ
小
出
ト
ン
ネ
ル
起
工
式

《
6
月
－
日

　
公
共
下
水
道
の

浄
化
セ
ン
タ
ー
通
水
式

　
本
格
的
に
可
動

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●1

7
月
・
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
オ
ー
プ
ン

・
十
日
町
消
防
本
部
南
分
署
起
工
式

・
北
越
北
線
普
通
電
車
六
日
町
車
両

　
基
地
に
入
線

・
農
業
委
員
会
委
員
決
ま
る

8
月
・
R
1
1
7
清
津
大
橋
開
通

・
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
入
場
者
5
万
人

　
達
成

9
月
・
老
人
福
祉
大
会

　
最
高
齢
者
　
小
山
サ
エ
さ
ん

10

月
、
・
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
オ
ー
プ
ン

・
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
入
場
者
1
0
万
人

　
達
成

・
衆
議
院
総
選
挙
と
県
知
事
選
挙

　
衆
議
院
総
選
挙
は
初
の
小
選
挙
区

　
比
例
代
表
並
立
制
で
執
行

・
上
村
夫
妻
に
名
誉
村
民
の
称
号
が

　
贈
ら
れ
る

・
「
全
国
な
か
さ
と
」
サ
ミ
ッ
ト
行
わ

　
れ
る

・
な
か
さ
と
ト
キ
メ
キ
大
学
開
校

11

月・
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
入
場
者
5

　
万
人
達
成

・
芸
術
祭
＆
芸
能
祭

・
県
道
清
津
公
園
線
「
小
出
ト
ン
ネ

　
ル
」
起
工
式

12

月・
芸
能
協
会
沖
縄
仲
里
村
で
郷
土
芸

　
能
を
披
露
。

・
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
ー
、
5
0

　
0
日
に
を
達
成
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●’●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●1
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麟
難

、
匿

一
●

〃，，

6

畿

講

し

　
1
月
6
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
中
里
村
消
防
団
出
初
式
が
行
わ

れ
、
本
部
役
員
や
班
長
以
上
の
団
員
、

広
域
事
務
組
合
議
員
ら
関
係
者
60
人

が
、
災
害
の
無
い
一
年
に
し
よ
う
と

誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
樋
口
消
防
団
長
の
訓
辞
が

行
わ
れ
、
「
平
成
8
年
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
団
員
が
一
体
と
な
っ
て
努
力

し
た
中
で
、
1
件
も
火
災
が
な
く
、

ま
た
、
災
害
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
災
害
の
な
い
年
は
こ
れ

ま
で
に
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
平
成
9
年
4
月
1
日
に
は
、
津
南

町
と
中
里
村
の
消
防
事
務
の
合
併
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
着
々

と
南
分
署
の
建
築
も
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
平
成
9
年
も
気
を
ゆ
る
め
ず

に
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
訓
辞
を
行
い
、

つ
づ
い
て
山
本
村
長
が
「
8
年
に
災

害
が
な
か
っ
た
の
は
皆
さ
ん
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
す
。
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
無
災
害
に
は
皆
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。
村
の
安
全
の
た
め
に

ご
努
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

〉
訓
辞
を
述
べ
る
樋
口
消
防
団
長



ア学生協会
ランテイア活動
イ
ボ

国際ボランテ
　　中里村で

　
暮
れ
も
お
し
せ
ま
っ
た
1
2
月
2
5
日
か
ら
2
7
日
、
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
の
2
5
人
の
学
生
が
「
ミ

オ
ン
な
か
さ
と
」
裏
の
信
濃
川
河
川
の
雑
木
の
枝
お

ろ
し
や
整
地
を
行
い
環
境
美
化
と
景
観
整
備
を
行
い

ま
し
た
。
　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
学
生
は

国
士
館
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
東
京
家
政
短
期
大
学

な
ど
の
協
会
の
学
生
で
、
一
行
は
宮
中
集
落
セ
ン
タ

ー
を
借
り
て
宿
泊
し
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い

ま
し
た
。

　
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
の
学
生
（
約
5
0
人
）

た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
海
外
な
ど
で
学
校
建
築
、

排
水
管
布
設
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
き
て

い
ま
す
。

亀
ゼ
爆

貝
野
小
学
校
リ
コ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
奏
、
合
奏
全
国
大
会
へ

　
貝
野
小
学
校
リ
コ
ー
ダ
ー
は
、
こ

れ
ま
で
に
重
奏
、
合
奏
と
も
全
国
大

会
へ
出
場
し
、
好
成
績
を
あ
げ
て
き

て
い
ま
す
。

　
1
2
月
8
日
、
長
岡
市
立
劇
場
で
行

わ
れ
た
「
第
22
回
新
潟
県
リ
コ
ー
ダ

ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
重
奏
、

合
奏
と
も
に
金
賞
を
受
賞
し
、
3
月

27

日
、
埼
玉
県
所
沢
市
の
ミ
ュ
ー
ズ

ア
ー
ク
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
全
国
大

会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
貝
野
小
学
校
の
リ
コ
ー
ダ
ー
部
員

は
、
こ
れ
か
ら
3
月
に
行
わ
れ
る
全

国
大
会
に
向
け
一
生
懸
命
練
習
を
重

ね
て
い
ま
す
。
指
導
に
あ
た
っ
て
い

る
丸
山
先
生
も
「
全
国
大
会
で
も
良

い
成
績
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
児
童
と
一
緒
に
な
っ
て
練
習
を

が
っ
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

ジアツプに！のイメホ

平成9年1月10日広報なかさと7



お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

中里村野球連盟加入チーム募集
リーグ戦　2回

卜一ナメント戦　1回

村内外事業への参加

※年間を通して活動できることが条件です。

1月24日㈹

中里村教育委員会（中里村保健センター内）

　　　　中里村体育協会野球連盟

担当＝樋口　盈63－4478・FAX63－4560

チーム名、代表者名、代表者住所、代表者電話番号

規則、会費等については、後日理事会にて決定します。

（理事会は、日程が決定しだいご案内します。）

活動内容

限
先

期
　
み

込
　
込

申
　
申

申込み必要事項

その他

　
消
費
税
の
税
率
改
正
に
伴
う
国
土
利
用
法
に

　
基
づ
く
届
出
及
び
事
前
確
認
申
請
に
つ
い
て

　
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出
及
び
事
前
確
認
申
請
に
係
る
工
作
物
等
の

予
定
対
価
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
を
含
ん
だ
価
格
を
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
9
年
4
月
1
日
か
ら
、
消
費
税
と
地
方
税
を
合
わ
せ
た
税
率
が
5
％
に

改
正
さ
れ
て
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出
及
び

事
前
確
認
申
請
に
つ
い
て
は
次
の
事
項
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
平
成
9
年
3
月
31
日
ま
で
の
問
に
届
出
又
は
事
前
確
認
の
申
請
を
行
う
場
合

　
は
、
届
出
書
又
は
確
認
申
請
書
の
予
定
対
価
の
額
の
欄
に
、
税
率
3
％
が
適

　
用
さ
れ
る
場
合
の
額
を
記
載
し
た
う
え
で
、
そ
の
上
段
に
消
費
税
等
の
税
率

　
5
％
が
適
用
さ
れ
る
場
合
の
額
を
（
）
書
き
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

②
平
成
8
年
1
0
月
1
日
以
後
に
契
約
の
締
結
を
行
い
、
か
つ
、
平
成
9
年
4
月

　
1
日
以
降
に
引
き
渡
し
　
を
行
う
場
合
は
、
届
出
書
又
は
確
認
申
請
の
予
定

　
対
価
の
額
の
欄
に
、
税
率
5
％
が
適
用
さ
れ
る
場
合
の
額
を
（
）
書
き
で

　
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

③
届
出
（
事
前
確
認
）
申
請
を
行
っ
た
あ
と
、
勧
告
ま
た
は
不
勧
告
（
確
認
ま

　
た
は
不
確
認
）
が
な
さ
れ
る
前
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
増
分
の
転
嫁

　
の
み
に
よ
り
当
該
届
出
（
事
前
確
認
）
申
請
に
係
る
予
定
対
価
の
額
を
増
額

　
し
て
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
従
前
の
届
出
（
事
前
確
認
）

　
を
取
り
下
げ
た
う
え
で
、
新
た
な
届
出
（
事
前
確
認
）
申
請
を
行
っ
て
く
だ

　
さ
い
。
そ
の
場
合
　
の
記
載
方
法
に
つ
い
て
は
、
前
記
①
ま
た
は
②
の
方
法

　
に
よ
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
不
勧
告
（
確
認
）
が
な
さ
れ
た
後
に
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
増
分
の

　
転
嫁
の
み
に
よ
り
当
該
　
不
勧
告
通
知
（
確
認
）
書
に
係
る
予
定
対
価
の
額

　
を
増
額
し
て
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
　
は
、
新
た
な
届
出
（
事

　
前
確
認
）
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
合
の
記
載
方
法
に
つ
い
て
は
、

　
前
記
①
ま
た
は
②
の
方
法
に
よ
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
は

新
潟
県
企
画
調
整
部
土
地
利
用
対
策
課
　
智
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1

内
線
2
4
0
4
・
2
4
0
5
・
2
4
0
6
　
　
ま
た
は
役
場
開
発
課
ま
で

総

室

灘
麟
顯
　
藤
欝
鍵
難
獺
灘
嬢
鐵
灘

・
国
宝
1
～
1
5
　
　
　
　
　
毎
日
新
聞
社

鎌
欝
簾
礁
蒙
鱒
鍵
縷
欝
懸
羅
灘

・
レ
ッ
ド
サ
ン
ブ
ラ
ツ
ク
ク
ロ
ス
外
伝

1
～
3
　
　
　
　
　
　
徳
間
書
店

・
京
都
夢
い
ろ
菜
時
記
　
　
　
永
田
も
え

・
縄
文
の
記
憶
　
　
　
　
　
　
室
井
光
弘

・
猿
岩
石
日
記
極
限
の
ア
ジ
ア
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
テ
レ
ビ

・
絵
暦
江
戸
の
3
6
5
日
　
　
沢
田
真
理

・
毛
利
元
就
1
0
1
の
謎
　
　
中
沢
勝
己

・
古
代
史
と
日
本
神
話

　
　
　
　
　
　
　
大
林
太
罠
吉
田

・
織
田
信
長
常
識
の
ウ
ソ
和
田
惟
一
郎

・
大
厄
病
神
　
　
　
　
　
　
　
西
村
寿
行

・
弟
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
慎
太
郎

・
赤
い
密
室
　
　
　
　
　
　
鮎
川
哲
也
郎

・
教
科
書
が
教
え
な
い
歴
史
　
　
藤
岡
信
勝

・
婚
礼
事
典
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
部
良
一

・
風
水
の
秘
伝
　
　
　
　
　
　
　
　
陳
希
夷

・
凹
世
紀
こ
ど
も
人
物
館
　
　
　
　
小
学
館

・
上
手
に
育
て
る
　
小
動
物
　
　
三
上
　
昇

・
最
新
図
鑑
救
命
　
応
急
手
当
の
手
引

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
救
急
医
学
会

・
冠
婚
葬
祭
い
く
ら
か
か
る
か
？

ど
う
す
る
か
？
　
　
　
　
　
　
野
末
陳
平

・
中
国
式
足
も
み
健
康
法
　
　
鈴
木
裕
一
郎

・
た
の
し
い
ト
ラ
ン
プ
、
ゲ
ー
ム
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
新
星
出
版
社

・
金
魚
の
た
の
し
い
飼
い
方
　
　
桜
井
良
平

・
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
使
え
る
手
紙
、
文
章
実

例
大
事
典
　
　
　
　
　
　
成
美
堂
出
版
編

・
「
気
」
奇
跡
の
パ
ワ
ー
／
　
　
　
山
口
令
子

・
神
の
吹
か
す
風
　
　
　
シ
ド
ニ
イ
・
シ
ェ

・
ず
い
唐
演
義
1
～
3
　
　
　
　
田
中
芳
樹

・
あ
や
し
い
探
検
隊
焚
火
酔
虎
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椎
名
誠

・
カ
ー
プ
島
サ
カ
ナ
作
戦
　
　
　
椎
名
　
誠

・
ア
ブ
サ
ン
物
語
　
　
　
　
　
　
村
松
友
視

・
逆
説
の
日
本
史
1
～
4
　
　
　
井
沢
元
彦
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公
民
館
で
は
、
平
成
9
年
度
よ
り
小
学
生
を
対
象
に
「
読
み
聞
か
せ
教

室
」
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
隣
の
津
南
町
に
も
、
川
西
町
に
も

お
母
さ
ん
方
に
よ
る
「
読
み
聞
か
せ
教
室
」
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
「
読
み
聞
か
せ
教
室
」
を
行
う
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

と
研
修
会
等
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
活
動
と
し
て
は
、
学
校
週
5
日
制
の
土
曜
日
に
計
画
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
「
読
み
聞
か
せ
教
室
」
に
、
ぜ
ひ
、
皆
様
の
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
◆
連
絡
先
　
中
里
村
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
盈
6
3
－
2
4
9
3
　
担
当
“
江
　
口

あけましておめでとうございます。

よいお正月を迎えられたことと存じます。

さて、皆様の年金制度も1月より

基礎年金番号でスタートします。

年金保険料は老後に備え、万一に備え、

毎月コツコツと納めましょう。

　　　国民年金Q＆A
　　　保険料の納め忘れがあると、年金を受けられないっ

　　て本当ですか？

　　　国民年金には20歳から60歳までの40年間加入し、保

　　険料を納めることで将来満額の老齢基礎年金を受ける

ことができます。保険料の滞納があり受給資格期間を満たせ

ない場合、老齢基礎年金ばかりか、障害になったときの障害

基礎年金、亡くなったときの障害基礎年金を受けられなくな

ります。このようなことにならないよう、20歳になったら届

出をし、保険料をきちんと納めるようにしましょう。

新
潟
県
獲
蕎
護
短
期
大
学

専
攻
科
馨
盤
馨
藥

　
専
攻
科
（
地
域
看
護
学
専
攻
・
助

産
学
専
攻
）
で
は
、
平
成
9
年
度
学

生
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員
、
修
業
年
限

・
地
域
看
護
学
専
攻

　
　
　
（
保
健
婦
養
成
課
程
）

　
　
修
業
年
限
　
－
年

　
　
入
学
定
員
　
4
5
人

　
　
募
集
人
員
　
一
般
2
3
人

　
　
　
　
　
　
　
推
薦
2
2
人

・
助
産
学
専
攻

　
　
　
（
助
産
婦
養
成
課
程
）

修
業
年
限

入
学
定
員

募
集
人
員

1
年
15
人一
般
8
人

推
薦
7
人

◆
試
験
実
施
日
等

　
・
一
般

　
　
　
平
成
9
年
3
月
2
日
㈲

　
　
試
験
科
目
　
看
護
学
・
英
語
・

　
　
　
　
　
　
、
小
論
文

　
・
推
薦

　
　
　
平
成
9
年
2
月
2
日
㈲

　
　
試
験
科
目
　
小
論
文
・
面
接

◆
募
集
要
項
請
求
及
び
入
試
に
関
す

　
る
問
い
合
わ
せ
先

　
上
越
市
新
南
町
2
4
0
番
地

　
新
潟
県
立
看
護
短
期
大
学
事
務
局

　
　
　
　
　
教
務
学
生
課

　
盈
0
2
5
5
－
2
6
1
2
8
1
1

新
錨
籔
進
鐵
箏
業
費

補
助
嘉
業
謎
薗
導
集

の
ご
案
内

　
新
潟
県
で
は
、
中
小
企
業
者
が
新

分
野
進
出
の
た
め
に
行
う
技
術
開
発

や
商
品
企
業
化
を
支
援
す
る
た
め
平

成
9
年
度
に
「
新
分
野
進
出
事
業
費

補
助
事
業
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
事
業
計
画

を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　
　
平
成
9
年
1
月
1
7
日
ま
で

◆
補
助
対
象
事
業

　
・
新
事
業
動
向
等
調
査
事
業

　
・
新
商
品
、
新
技
術
開
発
事
業

　
・
販
路
開
拓
事
業
（
組
合
対
象
）

　
・
人
材
養
成
事
業
（
組
合
対
象
）

◆
お
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
新
潟
県
商
工
労
働
部

　
　
　
工
業
振
興
課
新
産
業
振
興
室

　
盈
0
2
5
1
2
8
5
－
5
5
1
1

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
2
7
7
7
）

－

・
看
護
婦
1
年
生
物
語
ナ
ー
ス
が
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
光
恵

・
ウ
ィ
ー
ン
の
密
史

・
凍
え
る
牙

・
白
球
残
映

・
蒲
生
邸
事
件

・
こ
ぜ

・
新
潟
県
伝
説
集
成
上
越
編

・
日
本
の
民
話
3
0
0

・
に
い
が
た
菜
時
記

・
日
本
の
植
物

・
古
代
史
を
知
る
事
典

・
環
日
本
海
謎
の
古
代
史

・
祭
り
の
カ
ネ
銅
鐸
、

・
須
恵
器
の
系
譜
、

・
木
簡
は
語
る
系
譜
、

・
E
Q
こ
こ
ろ
の
知
能
指
数

　
　
　
　
　
　
　
歴
史
発
掘
8

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
原
誠

　
　
　
　
　
　
歴
史
発
掘
1
0

　
　
　
　
　
　
　
菱
田
哲
郎

　
　
　
　
　
　
　
歴
史
発
掘
辺
、

　
　
　
　
　
　
　
菱
田
哲
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ニ
エ
ル
・
ゴ
ー

・
す
こ
し
か
し
こ
い
ラ
イ
オ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
す
ず
ぎ
よ
し
の
り

・
国
上
山
の
ぼ
け
り
ゅ
う
　
　
　
鈴
木
義
則

・
小
さ
く
な
っ
た
角
田
山
　
　
　
鈴
木
義
則

・
長
岡
市
史
　
通
史
編
（
上
巻
・
下
巻
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
市

・
十
日
町
市
史
資
料
編
2
　
　
十
日
町
市

・
十
日
町
市
史
通
史
編
3
～
4
十
日
町
市

・
仲
里
村
史
第
4
巻
資
料
編
3
　
仲
里
村

・
大
井
田
一
族
の
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
大
井
田
同
族

・
越
後
せ
き
か
わ
大
蛇
伝
説
　
　
阿
部
八
郎

・
越
後
せ
き
か
わ
大
蛇
伝
説
資
料
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
K
［
＼
R
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
p
立
ロ
ノ
白
越

・
新
潟
県
風
土
記
風
土
と
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
書
店
組
合

・
新
潟
県
風
土
記
歴
史
と
人
物

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
書
店
組
合

・
新
潟
県
風
土
記
美
し
い
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
書
店
組
合

・
臼
世
紀
こ
ど
も
百
科
　
　
　
　
　
小
学
館

・
21
世
紀
こ
ど
も
地
図
館
　
　
　
　
小
学
館

・
ジ
ュ
ニ
ア
、
ニ
ツ
ポ
ニ
カ
学
習
百
科
大
事

典
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
学
館

・
カ
ツ
ト
、
イ
ラ
ス
ト
2
3
0
0

　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
八

・
親
子
で
あ
そ
ぶ
お
り
が
み
事
典 藤

本
ひ
と
み

　
乃
南
ア
サ

　
赤
瀬
川
隼

宮
部
み
ゆ
き

　
鈴
木
秋
英

　
小
川
直
嗣

　
池
原
昭
治

　
三
浦
真

シ
ー
ボ
ル
ト

　
部
光
誠

清
川
理
一
郎

　
　
講
談
社

　
　
講
談
社

　
　
講
談
社

平成9年1月10日広報な：かさと9
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幽
霧
，

⑭

所
得
税
奪
、
継

還
付
申
告
麟
お
黒
溺
に
1

　
確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
場
合

で
も
、
次
の
よ
う
な
方
は
、
還
付
を

受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
配
当
や
原
稿

　
料
な
ど
の
収
入
が
少
額
で
、
し
か

　
も
そ
の
他
の
所
得
も
あ
ま
り
多
く

　
な
い
人
。

2
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ
る

　
人
で
、
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、

　
寄
付
金
控
除
、
住
宅
取
得
等
特
別

　
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
る
人
。

3
、
給
与
所
得
者
で
年
の
途
中
で
退

　
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た

　
た
め
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た

　
人
。

4
、
予
定
納
税
し
た
が
、
確
定
申
告

　
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
。

家の中ですべり台に乗ったりおも

ちゃや絵本を見ながら元気に遊ん

でいます。外で遊ぶのも大好きな

んですが家の前が道路で危険なの

でおばあちゃんと一緒の散歩を楽

しみにしています。お姉ちゃんや

お兄ちゃんがおぱあちゃんにダッ

コをするとやきもちをやいたりす

ることもありますがとっても仲の

　
確
定
申
告
書
は
、
確
定
申
告
の
期

間
（
平
成
9
年
2
月
1
6
日
～
3
月
1
7

日
）
中
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
還
付
申
告
が
で
き
る
方
は
、
．

こ
の
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
源
泉
徴

収
さ
れ
た
年
又
は
予
定
納
税
額
を
納

付
し
た
翌
年
の
1
月
以
後
な
ら
い
つ

で
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
期
間
は
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
還
付
申
告
の
で
き
る
方

は
、
ご
自
分
で
記
入
し
て
お
早
め
に

郵
送
な
ど
に
よ
り
確
定
申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
土
・
日
曜
日
は

閉
庁
日
で
す
。
）

　
ご
自
分
で
記
入
す
る
方
の
た
め
に

次
の
日
程
で
事
前
説
明
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
税
理
士
に
よ
る
還
付
申
告

無
料
相
談
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
事
前
説
明
会

　
　
平
成
9
年
2
月
5
日
㈱

　
　
中
里
村
役
場

◆
税
理
士
還
付
申
告
無
料
相
談

　
　
平
成
9
年
2
月
12
日
～
1
4
日

※
詳
細
の
日
程
は
、
2
5
日
の
「
お
知

ら
せ
版
」
に
て
、
連
絡
い
た
し
ま
す
。

新
潟
県
饗
謹
高
等
学
校

定
時
制
課
程
・
鐘
信
制

課
程
生
徒
慕
蒙

　
公
立
高
等
学
校
1
3
校
の
定
時
制
課

程
で
は
、
平
成
9
年
度
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

★
定
時
制
課
程
は
、
修
業
年
限
4
年

で
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
教
科
書
は
無
償
で
支
給
さ

れ
（
1
年
次
は
無
償
、
2
年
次
か
ら

は
有
職
が
条
件
と
な
る
）
、
修
学
奨
励

金
の
貸
与
制
度
も
あ
り
ま
す
。
今
年

3
月
に
中
学
校
を
卒
業
見
込
の
人
、

中
学
校
を
卒
業
し
た
人
や
そ
れ
と
同

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
人
で
あ
れ
ば
年
齢
に
制
限
な
く
出

願
で
き
ま
す
。

・
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
高
等
学
校

定
時
制
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
な
お
、
高
田
南
城
高
等
学
校
の
定

時
制
課
程
は
、
平
成
6
年
度
か
ら
単

位
制
と
な
り
、
ま
た
、
長
岡
西
高
等

学
校
は
平
成
9
年
か
ら
単
位
制
と
な

り
ま
す
。
単
位
制
高
等
学
校
は
、
必

修
科
目
の
ほ
か
は
、
自
分
の
興
味
・

関
心
・
進
路
等
に
応
じ
て
科
目
を
選

択
し
、
自
分
で
立
て
た
時
間
割
に
基

づ
い
て
学
習
で
き
る
新
し
い
タ
イ
プ

の
高
等
学
校
で
す
。
従
来
の
夜
間
部

に
加
え
、
新
し
く
午
前
部
を
設
け
た

ほ
か
、
午
後
の
時
間
帯
に
特
別
授
業

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別

授
業
の
受
講
や
通
信
制
と
の
併
修
に

よ
っ
て
3
年
で
卒
業
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
直
接
、
高
田
南
城
高

等
学
校
・
長
岡
西
高
等
学
校
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

生
徒
募
集
を
す
る
学
校
（
募
集
学
級
）

◆
県
立

　
船
江
ω
、
西
新
発
田
①
、
新
発
田

　
南
・
豊
浦
分
校
ω
、
五
泉
ω
、
長

　
岡
西
（
午
前
部
③
・
夜
間
部
ω
）
、

　
三
条
ω
、
小
千
谷
ω
、
小
出
ω
、

　
六
日
町
ω
、
十
日
町
ω
、
高
田
南

　
城
（
午
前
部
ω
・
夜
間
部
ω
）

◆
私
立

　
高
志
ω
、
明
鏡
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
み
れ
い
じ
編

・
ア
ウ
ト
ド
ア
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
八
ン
ド
ブ

　
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ツ
メ
社

・
ト
ラ
ブ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
　
　
　
群
よ
う
こ

・
西
行
花
伝
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
邦
生

・
こ
の
人
の
い
き
　
　
　
　
　
　
保
坂
和
志

・
賢
治
先
生
　
　
　
　
　
　
　
長
野
ま
ゆ
み

・
S
h
a
l
l
W
e
ダ
ン
ス
？
　
周
防
正
行

・
陰
陽
師
飛
天
ノ
巻
　
　
　
　
郷
土
出
版
社

・
定
本
信
州
百
峠
　
　
　
　
　
郷
土
出
版
社

・
上
杉
名
宝
集
　
　
　
　
　
　
郷
土
出
版
社

・
十
返
舎
一
九
越
後
紀
行
集
一
越
後
路
之
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
土
出
版
社

・
十
返
舎
一
九
越
後
紀
行
集
越
中
立
山
参
詣

　
紀
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
土
出
版
社
噛

・
十
返
舎
一
九
越
後
紀
行
集
越
後
紀
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
土
出
版
社

・
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
書
店
商
業

・
世
界
を
変
え
た
人
々
　
　
　
　
　
僧
成
社

・
N
－
P
P
O
N
l
G
A
日
本
大
百
科
全
集

　
1
～
2
6
　
　
　
　
　
　
　
　
小
学
館

．
・
坂
本
廣
子
の
ひ
と
り
で
ク
ツ
キ
ン
グ

　
ー
～
8
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
成
社

・
坂
本
廣
子
の
カ
レ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

　
い
く
ぞ
／
カ
レ
ー
た
ん
け
ん
隊
　
楷
成
社

・
マ
マ
に
ま
け
な
い
、
わ
た
し
の
お
料
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
上
保
子

・
ぬ
う
、
あ
む
自
由
自
在
　
　
　
田
中
周
子

・
マ
マ
と
わ
た
し
の
ア
イ
デ
イ
ア
・
パ
ー
テ

　
ィ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
妙
子

・
ガ
ン
バ
の
冒
険
シ
リ
ー
ズ
　
　
斎
藤
惇
夫

・
落
第
忍
者
乱
太
郎
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尼
子
騒
兵
衛

・
ナ
ル
シ
ア
国
物
語
1
～
7
　
G
S
ル
イ
ス

・
お
む
す
び
ま
ん
ー
～
1
0
　
や
な
せ
た
か
し

・
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ー
～
1
2
　
や
な
せ
た
か
し

・
日
本
神
祇
由
来
事
典
　
　
　
　
川
口
謙
二

・
近
代
日
本
職
業
事
典
　
　
　
　
松
田
良
一

・
定
本
佐
渡
流
人
史
　
　
　
　
郷
土
出
版
社

・
山
漁
村
生
活
史
事
典
　
　
　
　
　
柏
書
房

・
佐
渡
万
華
鏡
　
　
　
　
　
　
郷
土
出
版
社

・
必
携
落
款
事
典
　
　
　
　
　
　
　
柏
書
房

・
板
碑
の
総
合
研
究
　
　
　
　
　
　
柏
書
房

・
図
録
拓
本
入
門
事
典
　
　
　
　
　
柏
書
房

・
古
墳
時
代
親
族
構
造
の
研
究
　
　
柏
書
房

　
・
図
録
民
具
入
門
事
典
　
　
　
　
　
柏
書
房

　
・
必
携
て
ん
書
印
譜
字
典
　
　
　
　
柏
書
房
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※
長
岡
西
高
等
学
校
は
校
名
変
更
の

　
予
定
で
す
。

★
新
潟
高
等
学
校
通
信
制
課
程
と
高

田
南
城
高
等
学
校
通
信
制
課
程
で

は
、
平
成
9
年
度
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
通
信
制
課
程
は
、
レ
ポ
ー
ト
の
提

出
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
ヘ
の
出
席
、
試

験
に
よ
っ
て
単
位
を
取
得
し
て
、
高

等
学
校
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
’
教
科
書
等
は
無
償
で
支
給
さ

れ
、
修
学
奨
励
金
の
貸
与
制
度
も
あ

り
ま
す
。

　
今
年
3
月
に
中
学
校
を
卒
業
見
込

の
人
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
や
そ

れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
人
で
あ
れ
ば
年
齢
に
制
限

な
く
出
願
で
き
ま
す
。

　
入
学
案
内
を
希
望
す
る
人
は
、
返

信
用
切
手
（
9
0
円
）
を
添
え
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
へ
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。◆
請
求
先

・
県
立
新
潟
高
等
学
校
通
信
制

　
〒
9
5
1
　
新
潟
市
関
屋
下
川
原

　
町
2
丁
目
6
3
5
番
地

　
智
0
2
5
1
2
6
6
1
2
0
2
4

・
県
立
高
田
南
城
高
等
学
校
通
信
制

　
〒
9
4
3
　
上
越
市
南
城
町
3
丁

　
目
3
番
8
号

　
智
0
2
5
5
－
2
4
1
0
5
2
3

企
業
難
霧
欝
、
卸
ッ
ク

作
成
Q
鐡
薬
欝

　
十
日
町
地
区
雇
用
促
進
協
議
会
で

は
、
新
規
学
校
卒
業
者
や
∪
タ
ー
ン

希
望
者
を
対
象
と
し
た
企
業
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
こ
の
地

区
の
高
校
生
、
近
隣
の
高
等
学
校
お

よ
び
専
門
学
校
、
県
外
の
学
校
と
学

生
お
よ
び
∪
タ
ー
ン
希
望
者
に
配
布

し
ま
す
の
で
是
非
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。◆
規
格

　
A
4
サ
イ
ズ
　
ー
事
業
所

　
1
ぺ
ー
ジ
（
写
真
2
枚
）
2
色
刷

◆
費
用

　
1
事
業
所
　
1
万
7
千
円
（
新
規
）

　
　
　
　
　
　
1
万
6
千
円
（
継
続
）

◆
申
込
期
限

　
平
成
9
年
1
月
31
日
ま
で

◆
問
合
せ
及
び
申
込
み
先

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

　
学
卒
担
当
　
智
5

7
1
2
4
0
7

　
も
し
く
は
、
役
場
開
発
課
　
商
工

　
観
光
係
ま
で

4
月
雛
鐵
灘
難
響
里
詰
所
0

業
務
石
穣
織
難
灘
難
脊

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で

は
、
津
南
町
卯
ノ
木
地
内
に
現
在
の

津
南
分
署
と
中
里
詰
所
を
統
合
し

灘獲盤
、

籍｛関襯享｝倉下

糊山田響｝田中

身矧鈴環塁｝重地

螢
千葉県
山　崎

｛大矢久志
山本志麻

婁
村山カネ（84）宮中
桑　原　久　榮　（74）東田尻

高橋直一（73）倉俣
清瀧寛一郎　（86）　東田尻

南雲春一（68）程島

※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

た
、
十
日
町
地
域
南
分
署
（
仮
称
）

を
建
築
し
て
い
ま
す
。

　
完
成
す
る
と
、
消
防
車
2
台
、
救

急
車
1
台
、
指
揮
連
絡
車
2
台
、
職

員
は
2
0
名
体
制
で
業
務
を
開
始
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
業
務
開
始
は
平
成
9
年
4
月
1
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と

に
よ
っ
て
中
里
詰
所
の
業
務
は
す
べ

て
南
分
署
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
建
設
工
事
は
4
月
1
日
業

務
開
始
に
向
け
て
順
調
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

今月の納税と振替日

1瑚3蝸）

（1月3蝸）

（1月27日）

（玉月31日）

（1月27日〉

口村県民税
■国　保　税

口国・民年金

■保一育　料

口土下水道料

・
観
音
経
事
典
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
書
房

・
図
録
日
本
の
甲
ち
ゅ
う
武
具
事
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
書
房

・
図
録
農
民
生
活
史
事
典
　
　
　
　
柏
書
房

・
印
章
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
書
房

・
日
本
の
苗
字
読
み
解
ぎ
事
典
　
　
柏
書
房

・
脳
を
究
め
る
　
　
　
　
　
　
　
立
花
　
隆

・
医
者
が
癌
に
か
か
っ
た
と
き
　
竹
中
文
良

・
公
安
警
察
ス
パ
イ
養
成
所
　
　
島
袋
　
修

・
氷
の
家
　
　
　
　
　
　
ミ
ネ
ツ
ト
・
ウ
ォ

・
ず
い
唐
演
義
四
女
帝
武
則
天
ノ
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
芳
樹

・
3
歳
ま
で
の
し
つ
け
　
　
　
波
多
野
ミ
キ

・
三
つ
の
祖
国
　
　
　
　
　
　
　
上
坂
冬
子

・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ
入
門
　
妻
木
充
法

・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
ア
ウ
ト
ド
ア
入
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
沢
亮

・
観
葉
植
物
手
入
れ
と
育
て
方
百
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
草
司

・
新
卜
ロ
イ
ア
物
語
　
　
　
　
　
阿
刀
田
高

・
総
統
の
防
具
　
　
　
　
　
は
ば
き
木
蓮
生

・
夢
幻
の
山
旅
　
　
　
　
　
　
　
西
木
正
明

・
左
手
に
告
げ
る
な
か
れ
　
　
　
渡
辺
容
子

・
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
　
敷
村
良
子

・
初
も
の
が
た
り
　
　
　
　
　
宮
部
み
ゆ
き

・
歴
史
発
掘
2
縄
文
土
器
出
現
　
　
講
談
社

・
玉
川
こ
ど
も
教
育
百
科
　
誠
文
堂
新
光
社

・
身
近
な
材
料
を
使
う
工
作
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
誠
文
堂
新
光
社

　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　灘　　　　　　　鍵　　　　　騰　　　難　灘鐵

　36件
　　O人

　48人
1，510日

●交通事故件数

者
者

死
傷

●
　
　
●

●死亡事故ゼロ
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　1月15目～2月5目

カレンダー・

難

類

糞

鋤

難　　鍵　磁灘　難　　　　　騨　　　灘蕪　灘　　灘 灘

15ωO 祝日　成人の日 難

16休） 難
羅

類

17働
心配ごと相談（廣田和子）　合ディサービス

センター　013：30～16：00

購

18（土）
奪

19（日〉 ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール
㊤11：00～11：40

羅

20（月）

21㈹
遊びの教室　合総合センター
09：30～10：00

22ωO
補聴器相談（リオン）　合役場

㊦13：45～14：00
叢

23休）

24働
心配ごと相談（藤田義一）合ディサービス
センター　（⊃13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
①13：30～16：00

25ω

26（日）

ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール
∈）11：00～11：40

村民親子スキー教室　合上越国際当間スキ
ー場　（98：30～

27（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場
（D16：00～16：30

28㈹

29ωO
補聴器相談（リオン）　合役場

㊦13：45～14：00

30休）

31働
心配ごと相談（山田虎一）　合ディサービス
センター　（D13：30～16：00

1ω

村民親子スキー教室　倉上越国際当間スキ
ー場　（98：30～

ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール
（D11：00～11：40

3（月）

4㈹

5㈱
補聴器相談（リオン）　合役場

①13：45～14：00

灘

．灘懸鞭議繊嚢難i獺鱗難織辮灘礫縫懸懸
　　　　　　　i繍騰鞭購鐸嚢難羅

鰹

　　長野オリンピック寄付金付切手
　　　　　　2月7日囲発売
郵政省は、2月7日働に「長野オリンピック冬季競技大会（寄

付金付）郵便切手」を発行します。切手の図柄は、長野オリンピ

ックの公式エンブレムと、マスコットの「スノーレッツ」を描い

た2種類です。切手は1枚90円で、80円切手に10円の寄付金がっ

いています。寄付金

に、長野オリンピツ

ク冬季競技大会組織

委員会を通じて、長

野オリンピックの運

営に充てられます。

販売期間は3月6日

㈱まで

⑭大島医院響講1

⑭中条病院響講1

⑭㊦山・医院響瀦1

⑭池田医院禅講
⑭富甲医院響嬬1
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
さ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
こ
そ
日
記
を
つ
け

よ
う
と
か
、
た
ば
こ
を
や
め
よ
う

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
誓
い
を
た
て

て
新
年
を
迎
え
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
自
分
は
い
つ
の
年
も
そ
う
な
ん

い
け
ど
n

》
う
す
る
（

ん
な
毛
の

お毛

ぢ
の
λ
．
t
ん

冒
鹸
コ

で
す
が
、
目
標
を
立
て
て
も
一
年

を
振
り
返
る
と
「
何
も
し
な
い
で

一
年
間
が
終
わ
っ
た
な
あ
ー
」
と

反
省
を
す
る
ば
か
り
で
す
。

　
「
今
年
こ
そ
は
…
」
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
果
た
し
て
ど
う
な
る

の
か
？
、
何
ん
と
か
同
じ
よ
う
な

反
省
を
繰
り
返
さ
な
い
年
に
し
た

い
も
の
で
す
。
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鱗騨螺

ブナ　　スギ

“罷：二〆

　ユ　り

　　　　　　　　　　　（昭和60年7月25日制定）
曝霧魁、自　し美しい村をつくり鵡

’
う

む

7’　　！財

碁

　ウグイス

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をっくります。

4、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

12月末現在　　癖人ロ男3，307人（±0）女3，329人（一5）計6，636人（一5）㊥世帯数1，629（一3）　　、
（）は前月些　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、．． ．　、＿、 、一＿＿、＿、．．＿＿．一㎜一…蕊
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